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【戦　評】

　第１Ｑ　山形南オールコートマンツーマン、日大山形ハーフコートマンツーマンでスタート。山形南が得
意のオールコートプレスを仕掛け連続得点を奪い、日大山形がたまらずタイムアウト。タイムアウト後に
日大山形ＮＯ４のミドルシュートで得点を奪う。ＮＯ.６、ＮＯ.８も果敢にゴールにアタックし一歩も引かない
展開。山形南は激しいＤＦからＮＯ.５、ＮＯ.６が確実に決め主導権を握った。２０－１３で山形南７点リード
で第１Ｑ終了。
　第２Ｑ　日大山形は２－３のゾーンに変更する。山形南はＮＯ.９がゾーンをかいくぐり連続得点。リードを
９点差にされたところで日大山形タイムアウト。タイムアウト後、日大山形が山形南ＮＯ.５にボックスワン
ＤＦを仕掛けるが、逆にＮＯ.６、ＮＯ.９に得点を許す。日大山形はＮＯ.７のドライブ、ＮＯ.８の３Ｐで応戦す
るが、終了間際に山形南ＮＯ.６がゴール下を決め、４３－３１で山形南１２点リードで前半終了。
　第３Ｑ　日大山形ＮＯ.５のゴール下で先制するが、すかさず山形南ＮＯ.９もゴール下を決め返す。山形
南はＮＯ.６、ＮＯ.９のインサイドで着実に加点していくのに対し、日大山形はＮＯ.６が３Ｐ、ドライブから連
続得点で譲らない。その後もお互いインサイドで得点を重ね一進一退の展開が続く。山形南は一時１８
点リードするが日大山形は気持ちを切らさずにＮＯ.４、ＮＯ.５、ＮＯ.８を中心に追撃し８点差まで差を縮
め、６４－５６で第３Ｑを終了する。
　第４Ｑ　山形南は激しさを増したオールコートプレスを仕掛け引き離しにかかるが、日大山形もミスをせ
ずシュートにつなげ粘りをみせる。残り６分、日大山形がオールコートプレスを仕掛けるが、山形南ＮＯ.
６、ＮＯ.８のシュートでリードを広げられる。残り４分、これまでうまく攻略していた山形南のオールコートプ
レスに苦戦し万事休す。それでも日大山形はＮＯ.５のドライブなどで意地をみせる。山形南は控えメン
バーも確実に得点しリードを広げる。日大山形も終始、気迫のこもったプレーで意地を見せるが、勝負所
で爆発力をみせた山形南が９６－７９で勝利した。日大山形も最後までボールを追い続けた姿に拍手を
送りたい。

戦評者 菅谷　昭則
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